
1

電子書籍への道しるべ
～授業資料ナビ～

川本 一彦

千葉大学アカデミックリンクセンター

授業資料ナビ（パスファインダー）

授業で学ぶ内容の基本的な知識が得られる
図書やキーワードなどをコンパクトにまとめたリスト

・ 授業と直接リンク（授業開始時に学生に周知）

・ 70科目で実施

・ 推薦図書は少なくとも2冊は配架（閲覧用と貸出用）

・ 授業担当教員と図書館員が共同で作成

授業資料ナビ 検索
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ディスカバリーツールとしての授業資料ナビ

・ディスカバリーツール（本の推薦）は教育上有用

・教科書以外の図書も案内

・教員と図書館員（専門家）による推薦

【参考】ディスカバリーのための技術

・コンテンツ型（文章の自動解析）

・読者型（購買履歴，口コミ）

・著者型（参考文献）
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次世代授業資料ナビへ

次世代授業資料ナビへ

授業資料ナビ
データベース

ブラウザ

OPAC

教員 図書館員

・ ブラウザ経由の作成
・ 授業資料ナビのデータベース化
・ OPACと連動

電子書籍
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多様な入手

授業資料ナビ
データベース

ブラウザ

OPAC

教員 図書館員

電子書籍

図書館 書店 POD タブレット端末

セレンディピティの重要性

授業資料ナビ
データベース

ディスカ
バリー
ツール

電子ジャーナル電子書籍

OPAC


